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理解度確認問題

第 1問 両端固定端の場合のダランベール解
両端が固定されている f(x = 0, t) = f(x = L, t) = 0弦の振動 f(x, t) x ∈ [0, L]について以下の命題は正
しいか。ただし F (x), G(x)はダランベールの解

f(x, t) = F (x− vt) +G(x+ vt) (1)

に現われる一変数関数である。

• F (x)もG(x)も周期 Lの周期関数である。

• F (x)もG(x)も奇関数である。

• F (x) = −G(−x)は x ∈ (0, L)に限らず x ∈ (−∞,∞)で成立する。

補足問題

第 1問 両端固定端の初期値問題
x = 0, Lで固定端の境界条件を満たす弦の運動 (f(x, t), x ∈ [0, L])を初期条件

f(x, 0) = f0(x),
∂f(x, t)

∂t
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の下で解け。

第 2問 固定端自由端の弦の一般解
x = 0で固定端, x = Lで自由端の境界条件を満たす弦の運動をダランベールの解で表すとき、ふたつの
一変数関数 F,Gはどのような性質を満たすか。


